日時：平成21年2月17日（火）19:15-21:15
場所：みえ市民活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 交流ｽﾍﾟｰｽ6･7･8
平成20年度　第４回 みえ若者就労支援ネットワーク会議　議事要録

【　出　席　者　】（１８名）
市民ネットワークすずかのぶどう　　　佐藤
グローバルブレイン　　　　　　　　　佐々木

三重県社会福祉協議会　　　　　　　　北出
いせコンビニネット　　　　　　　　　浦田

伊賀市社会福祉協議会　　　　　　　　一見
三重県若者自立支援センター　　　　　宇佐美、嶋田、濱條

三重県生活部男女共同参画・ＮＰＯ室　堀木
三重県こころの健康センター　　　　　江場
三重県自閉症・発達障害支援センター　正木

若者就業サポートステーション・みえ　浅井、金田、中川

ＮＰＯ寺子屋プロジェクト　　　　　　井上、白尾、馬場、水谷

【　配　布　資　料　】
（資料１）第４回 みえ若者就労支援ネットワーク会議 事項書
（資料２）「ニート・引きこもり支援新法制定へ　通常国会で政府提出へ」、

　　　　　福島県のニート支援関係機関のネットワークについて
（資料３）新潟市若年者自立支援ネットワーク会議設置要綱
（資料４）「若者の就労を考える保護者向けセミナー」（伊賀会場）講演要録
（資料５）「若者の就労を考える保護者向けセミナー」（伊賀会場）アンケート集計結果
（資料６）「若者の就労を考える保護者向けセミナー」（松阪会場）アンケート集計結果
（資料７）平成21年度当初予算 重点的な取組別概要（関係分抜粋）
１．自己紹介
　○出席者各自が自己紹介。
２．情報共有が必要な事項の報告、告知など
（１）平成21年度当初予算について（三重県若者自立支援センターより説明）
　○資料７を基に、内容を説明。

　○このほか、国の事業として、地域若者サポートステーション事業として、「みえ」「いせ」に加えて、平成21年度事業の募集に伊賀（実施主体：伊賀市社会福祉協議会）が応募。全国のサポステは平成20年度の77カ所から、平成21年度には92カ所となる予定。

（２）若者の就労を考える保護者向けセミナーについて（寺子屋プロジェクトより説明）
　○伊賀、松阪の実施内容について、資料４～６を基に説明。参加者は、伊賀14名、松阪32名。

　○四日市会場（2/21）の開催概要について説明。応募者数は50名程度と、会場に余裕はあり、周知・勧誘を依頼。

３．地域おける若者就労支援ネットワークづくりについて
（１）伊賀地区での若者就労支援ネットワークについて

【発表者：伊賀市社会福祉協議会 一見俊介さん】
○就労支援を始めたきっかけは、伊賀地域において精神障害者に対する施策が遅れていたこと。
○そこで、全国社会福祉協議会の助成金を受けて、①関係機関のネットワークづくり、②誰もが集える場所づくり、③就労支援システムの構築、といった３つを柱に事業を展開。
○勉強会を開きながら、現場レベルでの横のつながりの構築を進めつつ、就労支援のワーキングを同時並行で実施。ふとしたきっかけで、雇用を受け入れてくれるという地元の中小企業経営者が、そのワーキングに加入。
○障害者が長期間就労できるような方策を検討した結果、最低賃金の除外申請を行い、本人の能力に応じて賃金を支払う仕組みを設定。その長所は、①賃金に応じて企業から求められる作業が障害者の負担になる、といった事態を回避できること、②他の従業員からみても、不公平感が募りにくくなること、の２点。
○地域への啓発は、支援者による説明よりも、企業関係者からの口コミの方が有効であり、そうした企業との関係づくりを伊賀市社会福祉協議会として重視して活動。
○そうした中で、水耕栽培の企業との取り組みも開始。厳しい気候の影響を受ける労働環境ではあるものの、雰囲気づくりを重視した職場。最低賃金の除外申請を行うとともに、見学→体験→訓練を経て就労へと至る仕組みを導入。職業訓練等を通じて、地域理解も促進。
○2007年７月から、ニート・引きこもり支援検討会をスタート。まず、地域への啓発を目的として、映画の上映とパネルディスカッションを行うイベントを開催。
○地元に相談しにくい雰囲気があるようなので、県内各地域に相談窓口があり、そこが地域間で連携することが重要である。このほか、地域内の関係者と、社会参加へのきっかけづくりの場を模索していくことも必要。
○平成21年の事業として、大和証券福祉財団の助成を受けて、実態調査を実施。その内容は、①民生委員向けアンケート、②国勢調査分析、③教育委員会の不登校等に関するデータ分析、④ニートになった背景や自立できたきっかけ等に関するケース分析、⑤企業向けアンケート、⑥市民向けアンケート、の６点。
○このような取り組みを始めることで、研究会の構成団体が自主的に活動を開始。そうしたなか、精神障害者同士が助け合いながら運営し、精神保健衛生師がコーディネートを行う就労支援機関である「クラブハウス」、より就労に力を入れた作業所のような機関である「ＣＤＣ（Career Development Center）」、といった自立的な機関の設置を構想。
○色々な取り組みを進めることで、自然と資金や協力者といった社会資源が集まってくるような状態へ発展。
○伊賀地域としては、ジョブ・サポーターやボランティア等が市民参加で支援を行いつつ、専門的なサポートは専門機関が担当する、といった仕組みを構築。
○社会の中の一役を担っていることを認識できるような仕事が有効であり、そうした意義づけができるような取り組みをしていければ、というのが現在の心境。
（２）グループワーク
　○「既にあるネットワークの拡充」「新たなネットワークづくり」（×２）の３グループに分かれ、ポストイットを活用しながら、次の３点についてディスカッション。

　　ｱ) 地域ネットワークづくりとその継続に必要なものは何か？ あるいは、それを妨げる障壁とは何か？

ｲ) どのような仕組みが有効か、あるいはその仕組みが機能するためのアイデア

ｳ) 各々が生活している地域において、持っている能力やノウハウ、仕事上での立場等を活かした具体的なアクションプラン
①「既にあるネットワークの拡充」グループ（ファシリテーター：馬場）
< ｱ) について>　

・事業者が負担していく意識の醸成

・事業者（中小）の参加

・市民参加

・断らない支援者

・情報交換会の定期開催

・お金がなくてもできることを考える

・知名度アップ（こんなことやってます）

・自分がやっていることの発信と、外部がやっていることの受信

・相手のニーズをきちんと受けとめること

・継続する為には「人」

・なにが必要とされているか知る

・誰がどこにいるのか知る（あの人こんなことできるよ！）

・ひとり１名　友達紹介、加入

・市町への分離分割　全体での会議

・資金サポート

・継続するためには「金」（もの）

・実態調査

< ｲ) について>

・インセンティブを働かせる仕組みも必要

・専門用語を使用しないことが有効

・民間支援者の信用力を補完するため公的支援が必要

・有機的なネットワーク

・若者自立支援全体と当事者支援に関する専門性の両方をもつ

・雰囲気づくり

・支援関係者どうしで飲食を共にする機会を持つ

・市町担当者のメーリングリストへの参加→イベント等へ参加することを契機に→ネットワーク会議へ参加

< ｳ) について>

・タウン誌、地域情報誌等　情報提供するチャンネルを知っておく

・成功事例を“見える”化して情報発信、プロセスを共有しておく

・取り組みの情報発信

・公的媒体とつながりを持つ

・地域で支援をしてくれているＮＰＯや個人の人たちをネットワークの中へ

・インセンティブが働くような仕組みを作る

・サポステがほしい

・サポステの継続

②「新たなネットワークづくり(A)」グループ（ファシリテーター：白尾）

< ｱ) について>

・大きなネットワークから小さなネットワークへ

・人間関係つくり（信頼関係つくり）

・ネットワークは人間関係

・社会福祉協議会と各関係者とをつなげる人が必要

・コーディネーター企業と当事者をつなぐ

・地域での支援者の養成啓発

・当事者の意識の見極め

・障害（想いは同じであるはずなのに、組織の壁　変な遠慮）を取り除く必要がある

< ｲ) について>

・やかましくない近所のおばさん

・障害者手帳があれば年齢は関係ないことがある。

・一人一人に関わる人数を増やす。一つのケース他機関、他団体同士であっても同時にあたる。リファーとかではなくチームを組んで支援する。

・小まわりの効く地域の中小企業との連携

・成功事例をそれぞれのケースとしてプロファイリングなどのデータ化が必要　

・地域のミニコミュニティー

< ｳ) について>

・対象によってのサポートした事例をもとにしたネットワーク作り

・ひとりの人をサポートしていくためのネットワーク作り

・一人の支援を通して、協力関係を築く中でノウハウを取得

③「新たなネットワークづくり(B)」グループ（ファシリテーター：水谷）
< ｱ) について>

・対象者の前提のちがい

・ターゲットが広い（ニート、発達障害など）

・サポートがたらい回しになることがある

・やわらかい対応ができなかった

・支援のノウハウがない

・音頭をとる人がいない

< ｲ) について>

・リーダーをいかに育てるか

・当事者が障害をカミングアウトしにくい社会、制度を越える仕組み作り

・人手不足の企業との連携

・情報収集

・啓発

・支援制度メリット（研修、ジョブコーチ、相談システム、金）

・マッチング（対象の能力を知る）

・わかりやすいノウハウ

・２次元、３次元のネットワーク

・町医者の感覚

・人間を見る人材
（３）グループワーク内容の全体共有
　○各グループのファシリテーターが、ディスカッションの内容を説明。

①「既にあるネットワークの拡充」グループ
・「人」「カネ」「情報」がキーワード。

・「人」としては、継続的に支援できる人、断らない支援者が必要。それに対して、インセンティブが働く仕組みも重要。

・「情報」としては、情報を発信し続けていくこと、マスコミやタウン誌の活用等により効果的に発信することが大切。

・「カネ」については、資金的なサポートを希望する意見がある半面、お金がなくてもできることを考える必要性に対する言及も有り。

・そうした３つの要素を有機的に結び付けられるようなネットワークの重要性が指摘され、その役割を担う機関としてサポステ事業の継続、新規獲得を期待。

②「新たなネットワークづくり(A)」グループ
・各関係機関をコーディネートする主体として、多様化する社協の役割に注目。

・企業と当事者等、様々な人をつなぐコーディネーターの養成が重要。

・地域における理解促進に向けては、顔の見える関係づくりが不可欠。そのためには、広域ではなく、小さなコミュニティの中での対応が大切。「やかましくない近所のおばさん」的な存在も必要。

・ただし、当事者に応じた職種と、理解のある雇用者の存在が前提。

③「新たなネットワークづくり(B)」グループ
・支援対象、ターゲットが広いという状況下で、柔らかい対応ができていなかったという問題点を提起。その要因は、対応者のノウハウ不足。

・「柔らかい対応」のイメージは、Dr.コトーのような「町医者」の感覚。当事者の経緯や状況について詳細を熟知するとともに、専門的なサポートも地域で完結できるような能力を養成することが理想。

・そうした人材の養成に向けたアクションプランの策定が課題。

・今後は、２次元、３次元のネットワークが重要。

以 上


